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1. はじめに 色素増感太陽電池はセル変換効率

11.4 %に達し[1]、現在のシリコン太陽電池に替わ

る次世代太陽電池として期待されている。しかし、

酸化チタンの電子輸送については不明なところが

多い。本研究ではインピーダンス分光法(IS 法)を

用い、増感色素(N719)を沈着させたナノポーラス

酸化チタン(p-TiO2)の電子移動度の評価を行った

結果を報告する。 

2. 実験 N719 を吸着したナノポーラス酸化チタ

ン層をもつ ITO/p-TiO2:N719/Al 構造素子を作製し、

印加電圧を変化させ IS測定により移動度の電界依

存性を評価した。また、測定温度を 290 K~330 K

で変化させ移動度の温度依存性を測定した。測定

は低温プローバ Desert Cyrogenics TTP4 および

Thermal Block SB-LN2PS を用いて真空中, 暗状態

下で行った。IS 測定には Solartron 1260 型インピ

ーダンスアナライザ, 1287 型ポテンショスタット

/ガルバノスタットを用いた。 

3. 結果および考察 IS 法ではコンダクタンスの

周波数特性で現れる走行時間効果からキャリア移

動度を算出することが出来る。差分コンダクタン

ス 𝜔∆𝐺=𝜔[𝐺 − 𝐺1(𝜔 →  ∞)] の周波数特性におけ

る最も低周波側のピーク周波数 𝑓max と走行時間 

𝑡t との間には𝑓max = 0.48𝑡t
−1の関係があり、この

関係から走行時間(ドリフト移動度)を求めること

ができる[2]。実験から得られた𝜔∆𝐺の周波数特性

を Fig. 1 (a) に示し、同図から得られる𝑓maxの値を

用いて算出した電荷移動度の電界依存性, 温度依

存性をそれぞれ Fig. 1 (b), Fig. 2 に示す。Fig. 1 (b) 

から、N719が吸着した p-TiO2の電荷移動度が300K

で4 × 10−4 cm2/Vsと決定できた。この値は文献[3]

の値とよく一致した。 

  

Fig. 1 (a) Frequency dependence of 𝜔∆𝐺, (b) Electric 

field dependence of electron mobility of N719-sensitized 

titanium oxide.  

 

Fig. 2 (a) Frequency dependence of 𝜔∆𝐺 (DC=5.0 V) at 

defferent tempertures, (b) Temperture dependence of 

electron mobility of N719-sensitized titanium oxide. 
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